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人口・世帯数

人　口／60,418 人( －50)

　男　／28,010 人( －17)

　女　／32,585 人( －33)

世帯数／24,982 世帯( ＋16) 

９月30 日現在( 前月比)   

稲刈りが最盛期を迎え、市内の小学校では稲刈り体験が
行われました。
沖飯詰小学校（葛西眞希子校長）では、５年・６年の生徒が、
ＰＴＡ会長の笠井利治さんの田んぼで、春に田植えを行っ
た稲の刈り取りに挑戦。
生徒の皆さんは笠井会長の指導のもと、鎌を手に手際よ
く稲を刈り取っていました。
収穫した「あねこもち」は、もちつき大会で味わう予定
です。



支出の年度別推移（平成12年度～平成22年度）

市の借金と預金

月収30万円（年収360万円）の家計にたとえると… 子どもの財政状況

食費（人件費）億円

　食費（人件費）は、退職者の数に比べて新たな採用者の数を抑えることに
よって減らすように努めています。特に19年度から21年度までは職員給与
や議員報酬のカットなどにより低く抑えられています。

医療費（扶助費）億円

　医療費（扶助費）は、生活保護費や障害福祉サービス費などの増加に伴い、
年々増加しています。22年度の増加が特に大きいのは子ども手当の支給が
開始されたためです。医療費は、国の制度に伴うものであり、減らすことが難
しい費用です。

家の増改築（投資的経費）億円

億円

　家の増改築は借金の増加につながります。事業の厳選・集中化を図り、効率
的な家の増改築に努めていく必要があります。21・22年度は国の生活対策
や経済危機対策などの臨時交付金の影響で増加しています。

　預金は厳しい財政運営の中で19年度に底をつきました。現在は回復
しつつあり、特に21年度から始めた地域振興基金の積立は総額20億円
を予定しており、運用益を市民提案型事業などに活用しています。
　当市は財政基盤が脆弱であるため、突発的な事態に対応できるよう
さらに預金を積み上げていく必要があります。
　借金残高は、過去の家の増改築により15年度までは増加していまし
たが、家の増改築の厳選・集中化を図ることにより、減少傾向にありま
す。
　でも、臨時財政対策債の発行が増加していること、また、一部事務組
合等が行っている事業を、市が代わりに借金して負担金を拠出してい
ることなどにより、市の借金残高としては今後増加していくことが予
想されます。これは、合併特例債や過疎対策事業債という、国の財政支
援が大きい有利な借金を活用することで、市の負担を少しでも減らそ
うと取り組んでいることによるものです。

預金残高（基金残高）

億円 借金残高（市債残高）

その他特定目的基金
（H21～地域振興基金）

財政調整基金

臨時財政対策債
（全額普通交付税で入ってくる）

合併特例債・
過疎対策事業債
（70％が普通交付税で
　入ってくる）

一般の市債

収入の年度別推移（平成12年度～平成22年度）

健全化判断比率

給料（市税）億円

親からの仕送り（地方交付税ほか）億円

銀行借入（市債）億円

　銀行借入（市債）は、借金残高を減らすため発行の抑制に努めるとともに、
合併特例債や過疎対策事業債など国の財政支援が大きい有利な借金を活用
することで市の実質的な負担を減らしています。21年度以降の借入が伸び
ているのは、臨時財政対策債の増加と一部事務組合による事業等（汚泥再生
処理センター建設など）の影響によるものです。

　市の財政状況は、国が示している健全化判断比率にお
いては直ちに問題となる状況ではありません。でも、食
費（人件費）をいくら削っても医療費（生活保護費など福
祉に係る経費）や子どもへの仕送り（公営事業会計や一
部事務組合等に係る経費）が増える一方で、どうしても
掛かるお金はなかなか減りません。給料（市税）も大きく
減ったまま回復はなかなか見込めず、親からの仕送り
（地方交付税）や援助（国県補助金）に頼らざるを得ない
状況です。つまり、親（国）の動向に左右される弱い財政
基盤と言えます。
　今後も突発的な事態に対応できるよう、できる限り預
金を増やすとともに、事業の見直しや厳選・重点化など、
お金の使い方を工夫しながら、より健全な財政運営を目
指していきます。

　全国のまちの財政状況を見るとき、新聞報道等でよく見かけ
るのが健全化判断比率です。五所川原市はどの比率も基準を下
回っているものの、実質公債費比率が高い値を示しています。

　20年度までは3つの病院（西北中央病院、公立金木病院、市浦医科診療所）すべての決算
で単年度赤字でしたが、市からの仕送りを増やすことで、21年度は市浦医科診療所が黒字
になると同時に資金不足を解消しました。22年度は残りの２つの病院が単年度黒字となり、
資金不足額を減少させています。
　西北中央病院と公立金木病院は、自治体病院機能再編成計画により 24年度からつがる西
北五広域連合立の病院となるため、23年度中に第三セクター等改革推進債を活用するなど
して、不良債務を解消します。
　なお、下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排水・漁業集落排水の４下水道事業は
統合し、23年度から公営企業会計としています。

　五所川原市の平成22年度決算をお知らせします。
　平成22年度五所川原市普通会計決算の状況について、市民の
皆様に、よりわかりやすくお伝えするため、一般家庭の家計に
置き換えてみました。
（※普通会計とは、一般会計、高等看護学院特別会計、公共用地
先行取得事業特別会計の３会計を合わせたものです。）

　平成20年度～22年度は国の経済危機対策などによる臨時交
付金や定額給付金などの影響で、その分歳入歳出決算額が例年
よりも多くなっています。これらは一時的なものですので、例
年と比較しやすいように、それら臨時交付金や定額給付金を除
いた決算額を下段に（　）書きで示しましたので、参考としてく
ださい。

（億円）

家庭での支出 （市での歳出） Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

食 費 人件費 39 39 40
医 療 費 扶助費 50 53 63
光 熱 水 費 物件費 23 26 28
家具等の修理代 維持補修費 4 5 8

冠 婚 葬 祭 費 補助費等（子どもへの仕送りを除く） 7 17
（8） 6

子どもへの仕送り 公営事業会計 ･ 一部事務組
合等への繰出金 ･ 負担金

55
（54）

61
（60） 65

借 金 の 返 済 公債費 49 49 50

家 の 増 改 築 投資的経費（普通建設事業費等） 28 43
（34）

39
（34）

投資 ･ 出資 ･ 貸付金
投資及び出資金、貸付金
（子どもへの仕送りを除く）

1 1 1

貯 蓄 積立金
1
（0）

5 5

支 出 合 計 257
（255）

299
（280）

305
（300）

（億円）

家庭での収入 （市での歳入） Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

親からの仕送り 地方交付税、各種交付金 119 122 130

親からの援助 国庫支出金、県支出金
52

（50）
67

（57）
67
（62）

銀 行 借 入 市債 19 37 48

給 料 市税 55 52 51

パ ー ト 収 入
分担金及び負担金、使用
料及び手数料

8 7 8

預 金 引 出 財産収入、繰入金 3 3 2

繰 越 金 繰越金 0
10
（1）

1

そ の 他 収 入 寄附金、諸収入 6 7 5

収 入 合 計
262

（260）
305

（286）
312

（307）

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 早期健全化基準（H22） 財政再生基準

実質赤字比率 ― ― ― 12.61 20.0

連結実質赤字比率 ― ― ― 17.61 35.0

実質公債費比率 22.5 21.2 19.6 25.0  35.0

将来負担比率 185.4 166.2 156.0 350.0 ―

H20： 子どもへの仕送り…西北中央病院事業会計繰出金（生活対策）　 1.4 億円
 家の増改築…………公共施設長寿命化事業など（緊急安心実現総合対策）（生活対策）　0.5 億円
　 貯蓄…………………公共施設等整備基金積立金（中核病院設計分）（生活対策）　0.6 億円
H21： 冠婚葬祭費…………定額給付金給付事業費補助金　9.5 億円
 子どもへの仕送り…公立金木病院組合負担金 ( 経済危機対策 )　0.7 億円
　 消防事務組合負担金 ( 経済危機対策 )　0.2 億円
　 家の増改築…………公共施設長寿命化事業など（生活対策）（経済危機対策）　9.2 億円
H22： 家の増改築…………公共施設長寿命化事業など（経済危機対策）　0.4 億円

橋梁改修事業（きめ細かな）　3.3 億円
住民情報オンラインシステム整備事業（公共投資）　1.3 億円

H20： 親からの援助……緊急安心実現総合対策交付金　0.3 億円
 生活対策臨時交付金　2.1 億円
H21： 親からの援助……生活対策臨時交付金　3.5 億円
 経済危機対策臨時交付金　6.1 億円
　 定額給付金給付事業費補助金　0.9 億円
　 繰越金……………定額給付金給付事業費補助金（H20から繰越）　8.6 億円
H22： 親からの援助……経済危機対策臨時交付金　0.4 億円

きめ細かな臨時交付金　3.3 億円
公共投資臨時交付金　1.1 億円

【公営事業会計の平成 22年度決算状況】 ( 億円）

公営事業会計名 収入 支出 差引 資金の状況 

水 道 事 業 会 計 14.8 12.3 2.5 10.4 

工 業 用 水 道 事 業 会 計 1.1  0.7 0.4 1.0 

西 北 中 央 病 院 事 業 会 計 73.7 72.6 1.1 △ 2.2 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 11.8 11.8 0.0 0.0 

特定環境保全公共下水道事業特別会計 0.6 0.6 0.0 0.0 

農 業集落排水事業特別会計 1.0 1.0 0.0 0.0 

漁 業集落排水事業特別会計 0.4 0.4 0.0 0.0 

国民健康保険事業勘定特別会計 80.8 77.7 3.1 3.1 

国民健康保険医科診療施設勘定特別会計 2.1 2.0 0.1 0.1 

国民健康保険歯科診療施設勘定特別会計 0.5 0.5 0.0 0.0 

老 人 保 健 特 別 会 計 0.0 0.0 0.0 0.0 

介 護 保 険 特 別 会 計 56.5 55.9 0.6 0.6 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5.2 5.1 0.1 0.1 

【関係する主な一部事務組合等の平成 22年度決算状況】 ( 億円）

一部事務組合等名 収入 支出 差引 資金の状況 

公 立 金 木 病 院 組 合 18.9 18.5 0.4 △ 12.9 

西 北 五 環 境 整 備 事 務 組 合 21.7 21.0 0.7 0.7 

五 所川原地区消防事務組合 22.2 21.6 0.6 0.2 

つ が る 西 北 五 広 域 連 合 2.7 2.5 0.2 0.2

つがる西北五広域連合（病院事業） 2.0 2.0 0.0 0.0  

収
入
内
容

支
出
内
容
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【新たな支給要件等】
・子どもが国内に居住していること（３年間までの海
　外留学を除く）。
・子どもが児童養護施設等に入所している場合は、施
　設の設置者等に支給（里親も含む）。
・未成年後見人や父母指定者（父母が海外にいる場合
　のみ）に対しても父母と同様の要件で支給。
・離婚協議中などで、父母が別居し、生計を同じくし
　ていない場合、子どもと同居している親に支給（単
　身赴任等除く）。

10月から「子ども手当」が変わりました

申請をお忘れなく!!

ご注意ください

　これまで子ども手当を受給していた方も含め、
支給要件に該当する全ての方が申請が必要です。
※公務員の方は勤務先へ申請してください。

（平成23年10月分～平成24年３月分）

・０歳～３歳未満（一律）　　　　　⇒15,000円
・３歳～小学校修了前（第１・２子）⇒10,000円
・３歳～小学校修了前（第３子以降）⇒15,000円
・中学生（一律） ⇒10,000円

＊第何子かの判断は、18歳到達後最初の年度末ま
　での子どもの生年順になります。　
＊10月分～１月分の手当は平成24年２月に、２月
　分・３月分の手当は平成24年６月に支払われま
　す。
　ただし、10月分～１月分の手当を平成24年２月
　に受け取るためには、平成23年12月28日までに
　申請してください。

対象および手当の支給月額

・請求者名義の通帳
　＊養育者（通常は父または母）のうち、子の生計を維持する程度の高い方が請求者となります。
・認印
・厚生年金・共済加入者は、請求者の健康保険証または年金加入証明書

　平成24年３月末までの申請猶予期間がありますが、以下の方は速やかに申請してください（３月
までに申請してもさかのぼって受け取れません）。
　10月以降に転入・転出した方は、転出した日（転出予定日）の次の日から、10月以降にお子さん
が生まれた方は、生まれた日の次の日から数えて15日以内に必ず申請してください。

申請に必要なもの

・市民課１番窓口　内線2316 ･ 2317
・金木総合支所総合窓口係（子ども手当担当）   内線3103　
・市浦総合支所総合窓口係（子ども手当担当）   内線4010
＊申請窓口の混雑が予想されますので、あらかじめご了承ください。

申請場所・お問い合わせ先
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も
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催
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れ
、
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と
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た
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ス
パ
ム
周
辺
の
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イ
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全
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祭
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ぎ
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ま
し
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　「
日
本
の
祭
り
」
は
、
財
団
法
人

地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
が
、

地
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や
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地
域
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光
や
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た
め
、
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自
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開
催
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て
い
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で
、
伝
統
芸
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関
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で
は
日
本
最
大
の
イ
ベ
ン
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で
す
。

　イ
ベ
ン
ト
の
な
か
で
、
財
団
に
よ

る
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
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所
川
原
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武
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運
営
委

員
会
（
大
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・
寺
田
春
一
五
所
川

原
商
工
会
議
所
会
頭
）
が
「
地
域
振

興
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ベ
イ
エ
リ
ア
に
は
五
所
川

原
高
校
製
作
の
立
佞
武
多
が
出
陣
し
、

訪
れ
た
高
円
宮
妃
殿
下
、
典
子
女
王

殿
下
に
立
佞
武
多
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
に
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
、

県
知
事
か
ら
の
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
、
当

市
の
８
名
を
代
表
し
て
、
松
野
木
の
中

川
き
よ
さ
ん
宅
を
市
長
が
訪
問
し
、
祝

状
等
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　き
よ
さ
ん
は
明
治
44
年
４
月
20
日
、

旧
長
橋
村
生
ま
れ
。
同
じ
村
に
嫁
ぎ
、

近
所
の
集
ま
り
で
は
得
意
の
料
理
の
腕

を
ふ
る
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
平
成
10

年
ま
で
、
自
宅
で
雑
貨
店
を
営
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
計
算
が
す
ば
や
く
、
新

聞
や
お
孫
さ
ん
の
漫
画
本
を
読
む
の
が

趣
味
で
す
。
子
ど
も
は
９
人
、
孫
13
人
、

ひ
孫
17
人
、
や
し
ゃ
ご
２
人
。

　長
生
き
の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く

何
で
も
食
べ
る
こ
と
」
と
い
う
き
よ
さ

ん
は
特
に
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
が
好
物
。

一
番
の
楽
し
み
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

友
達
と
楽
し
く
会
話
す
る
こ
と
」
。

　話
が
上
手
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
も

人
気
者
の
き
よ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
祝
状
を
送
ら
れ
た
方
々

▽
小
山
内
り
ゑ
さ
ん（
中
泉
）▽
對
馬
ち

や
さ
ん（
烏
森
）▽
大
澤
正
一
さ
ん（
脇

元
）▽
川
村
き
よ
の
さ
ん（
金
木
町
）▽

古
川
ソ
ト
さ
ん（
前
田
野
目
）▽
德
田
す

わ
さ
ん（
金
木
町
）▽
北
川
成
四
郎
さ
ん

（
毘
沙
門
）

　市
で
は
、
９
月
28
日
、
市
長
公
室
に

て
、
来
年
の
新
作
立
佞
武
多
「
復
興
祈

願
『
鹿
島
大
明
神
と
地
震
鯰
』
」
を
発

表
し
ま
し
た
。

　題
材
は
、
茨
城
県
鹿
島
神
宮
に
祭
ら

れ
て
い
る
鹿
島
大
明
神
。
鹿
島
神
宮
の

奥
に
地
震
を
起
こ
す
鯰
の
頭
を
抑
え
る

要
石
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
抑
え
の

神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

　立
佞
武
多
は
、
地
震
を
起
こ
す
鯰
を

鹿
島
大
明
神
が
要
石
で
抑
え
込
も
う
と

す
る
姿
と
な
っ
て
い
て
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
と
、
震
災

を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
、
今
後
こ
の
よ

う
な
大
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と

の
願
い
を
こ
め
て
い
ま
す
。

　今
回
初
め
て
大
型
立
佞
武
多
を
製
作

す
る
福
士
裕
朗
技
能
技
師
（
商
工
観
光

課
）
は
、
「
下
か
ら
見
上
げ
た
と
き
、

要
石
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
迫
力
を

出
し
、
皆
さ
ん
に
、
い
い
立
佞
武
多
だ

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
る
寺
田
大
会
長
（
右
）

（
写
真
後
方
左
・
高
円
宮
妃
殿
下
、

　右
・
典
子
女
王
殿
下
）

五
所
高
製
作
の
中
型
立
佞
武
多

「
堯
舜
の
治
〜
諫
鼓
を
叩
く
時
〜
」

　市
の
物
産
ブ
ー
ス
も
好
評
で
し
た

祝
状
を
手
に
す
る
中
川
き
よ
さ
ん
（
左
）

完成は来年３月上旬の予定です

立
佞
武
多
が
地
域
伝
統
芸
能
大
賞
地
域
振
興
賞

日
本
の
祭
り
in

あ
お
も
り
２
０
１
１

今
年
度

歳
を
迎
え

方
に

祝
100
歳

　長
寿
に
総
理
大
臣
か
ら
祝
状

祝
100
歳

　長
寿
に
総
理
大
臣
か
ら
祝
状

復興祈願

鹿島大明神と地震鯰

新作立佞武多
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第
42
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸

上
競
技
大
会
（
10
月
28
日
〜
30
日
・
日

産
ス
タ
ジ
ア
ム
）
の
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル
に
出
場
す
る
野
宮
綾
華
さ
ん
（
五
四

中
３
年
）
が
９
月
20
日
、
市
長
を
訪
問

し
ま
し
た
。
４
年
連
続
の
出
場
と
な
り

ま
す
。

　

野
宮
さ
ん
は
「
予
選
を
突
破
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
県

予
選
会
で
は
、
大
会
新
記
録
で
優
勝
し

て
い
ま
す
。

　

第
17
回
東
北
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
に
出
場
す
る
五
所
川
原
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
選
手
ら
が
９
月

26
日
、
教
育
長
を
訪
問
し
、
健
闘
を
誓

い
ま
し
た
。

　

５
年
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
に
出
場

す
る
鈴
木
啓
真
さ
ん
（
梅
沢
小
５
年
）

「
東
北
大
会
で
は
昨
年
１
勝
だ
っ
た
の

で
２
勝
を
目
指
す
」
と
、
４
年
以
下
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
に
出
場
す
る
原
田
吏
音

さ
ん
（
三
輪
小
３
年
）
は
「
絶
対
１
勝

し
た
い
」
と
大
会
へ
向
け
て
抱
負
を
話

し
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
市
稲
わ
ら
利
用
推
進
協
議

会
は
、
10
月
４
日
、
市
役
所
福
祉
事
務

所
前
に
て
、
稲
わ
ら
焼
却
防
止
巡
回
指

導
出
発
式
を
行
い
、
広
報
車
で
市
内
を

巡
回
し
ま
し
た
。

　

稲
わ
ら
の
焼
却
は
、
健
康
、
環
境
、

交
通
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
へ
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
稲
わ
ら
の
有
効
利
用
推
進

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
次
ペ
ー

ジ
で
、
稲
わ
ら
の
有
効
利
用
推
進
事
業

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）
。

 
全
国
大
会
出
場
報
告

　五
四
中
陸
上
部

　
　

◎
五
所
川
原
市
倫
理
法
人
会
（
中
山
佳

　

会
長
）
＝
五
小
ト
イ
レ
を
同
校
生
徒

　

と
清
掃
奉
仕

◎
五
所
川
原
理
容
組
合
青
年
女
性
部

　

＝
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
清
掃
奉
仕

◎
五
所
川
原
料
飲
店
組
合
（
一
戸
儀
雄

　

理
事
長
）
＝
６
万
４
５
１
７
円

◎
長
田
廣
告
株
式
会
社
青
森
営
業
所

　

＝
４
万
円
（
被
災
者
支
援
へ
）

◎
奥
津
軽
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行
委

　
員
会
（
冨
田
重
照
会
長
）

　

＝
１
万
６
９
２
０
円
（
被
災
者
支
援

　

へ
） 善

意
の
花
か
ご

�
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

野
宮
綾
華
さ
ん
（
中
央
）

 

東
北
大
会
出
場
報
告

　五
所
川
原
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

　

　

昨
年
９
月
か
ら
今
年
８
月
の
期
間
に

時
価
相
当
額
１
０
０
万
円
以
上
を
市
に

寄
附
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
を
表
彰
す
る

「
平
成
23
年
度
高
額
寄
附
者
感
謝
状
贈

呈
式
」
が
10
月
３
日
、
市
長
公
室
で
行

わ
れ
、
中
平
井
町
の
藤
田
栄
さ
ん
（
代

理
・
藤
田
勝
弘
さ
ん
、
典
子
さ
ん
）
に

対
し
、
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

寄
附
は
、
故
藤
田
久
氏
の
ご
遺
志
に

よ
り
市
勢
伸
展
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
市
長
は

「
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
藤
田
様

の
ご
遺
志
は
、
観
光
振
興
、
教
育
振
興
、

建
設
行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
式
に
は
お
出
で
に
な
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
山
田
春
雄
さ
ん
（
当

市
出
身
・
東
京
都
世
田
谷
区
在
住
）
へ

も
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

高
額
寄
附
者
へ
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

　
　

感
謝
状
を
受
け
取
る
藤
田
さ
ん

　

理
事
長
）
＝
６
万
４
５
１
７
円

◎
長
田
廣
告
株
式
会
社
青
森
営
業
所

 

稲
わ
ら
焼
却
防
止
巡
回
指
導
出
発
式

　
　

「稲わら焼却ゼロ宣言」をする渡邊洋一ワーコ
ムグリーン会会長（左）と山形一郎副会長

（前列左から）原田さん、鈴木さん
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岩

木

川 三好小学校

稲わらすきこみ実演会会場

　五
所
川
原
市
稲
わ
ら
利
用
推
進
協

議
会
で
は
、
稲
わ
ら
を
有
効
利
用
し

て
健
康
な
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
稲
わ
ら
を
水
田
へ
す
き
込
む
実

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　昨
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
青
森
県

稲
わ
ら
の
有
効
利
用
の
促
進
及
び
焼

却
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、

稲
作
農
家
の
方
は
稲
わ
ら
の
有
効
利

用
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　稲
わ
ら
の
す
き
込
み
に
よ
る
土
づ

く
り
へ
の
知
識
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　10
月
26
日
我

　13
時
30
分
〜

■
場
所

　五
所
川
原
市
大
字
鶴
ヶ
岡
（
三
好
小
学
校
近
く
の
ほ
場
）

＊
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。

　家
庭
で
行
っ
て
い
る
野
菜
や
花
の
栽
培
に
、
堆
肥
の
原
料
や
敷
き
わ
ら
と
し
て

稲
わ
ら
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

　農
家
の
方
の
ご
協
力
で
稲
わ
ら
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

※
一
般
家
庭
で
利
用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、１
家
庭
あ
た
り
５
個（
１
個
約

　20
㎏
の
ミ
ニ
ロ
ー
ル
）ま
で
と
し
ま
す
。ま
た
、数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　期
間
内
で
あ
っ
て
も
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　10
月
28
日
画
〜
30
日
蚊

　10
時
〜
15
時
ま
で

■
場
所

　グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村
（
毘
沙
門
字
上
熊
石
１
―

13
）

＊
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　農
林
水
産
課

　内
線
２
５
１
７

稲
わ
ら
す
き
込
み
実
演
会

稲
わ
ら
ふ
り
ー
で
ん

地
域
み
ん
な
の
協
力
で
ク
リ
ー
ン
な
空
を
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○
建
物
の
床
面
積
の
50
％
以
上
が
冷
蔵

　

倉
庫
で
あ
る
こ
と
。

※
通
常
の
倉
庫
内
に
プ
レ
ハ
ブ
方
式
冷

　

蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
倉
庫
な
ど
を
設

　

置
し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
に
な
り

　

ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場

　

合
で
も
、
基
準
年
数
を
経
過
し
て
い

　

る
建
物
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
倉
庫
の
実
地
調
査　

冷
蔵
庫
用
家
屋

　

の
認
定
に
つ
い
て
は
「
実
地
調
査
」

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と

　

思
わ
れ
る
倉
庫
を
所
有
し
て
い
る
方

　

は
11
月
30
日
我
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

　

あ
た
た
か
な
福
祉
の
輪
を
広
げ
、
住

民
と
行
政
関
係
機
関
等
が
連
携
協
働
す

る
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、
安
心

と
幸
せ
を
感
じ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
契
機
と
す
る
た
め
の
大
会
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
10
月
22
日
臥　

13
時

　

オ
ル
テ
ン
シ
ア
（
参
加
無
料
）

◇
古
典
落
語
独
演
会　

立
川
談
志
一
門

　

真
打　

落
語
家　

立
川
談
笑

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

団
体
に
よ
る
オ

　

カ
リ
ナ
演
奏
・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

　

の
披
露

◇
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

　

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は
、
キ
シ
メ
ジ
科
ス

ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
属
の
き
の
こ
で
、
栽
培
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ス
ギ
等
の
切
り
株
や

倒
木
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
し
ま

す
。

　

平
成
16
年
と
19
年
に
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

摂
取
者
に
急
性
脳
症
を
疑
う
事
例
が
発

生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ

ケ
と
急
性
脳
症
の
関
係
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
来
た
と
こ
ろ
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ

ケ
の
成
分
が
急
性
脳
症
発
生
の
原
因
と

な
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
成
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
保
存
用
の
も
の
を
含
め
、

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂
取
を
控
え
る
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

野
生
き
の
こ
を
採
取
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　

今
年
も
、
野
生
き
の
こ
の
本
格
的
な

採
取
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
き
の
こ
へ
の
放
射
性
物
質
の
影

響
等
に
つ
い
て
、
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
野
生
き
の
こ
を
採
取
さ
れ
る
皆

さ
ん
へ
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
ほ
か
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検

査
の
結
果
を
ご
確
認
し
、
野
生
き
の
こ

の
採
取
に
当
た
り
十
分
な
注
意
を
払
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
11
月
１
日
峨　

13
時
30
分
～
15
時
30

　

分　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原

・
新
た
な
お
土
産
品
開
発
に
向
け
た
地

　

域
資
源
の
発
掘
と
商
品
コ
ン
セ
プ
ト

　

づ
く
り
に
つ
い
て

▽
11
月
７
日
俄　

13
時
30
分
～
16
時
30

　

分　

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原

・
商
品
開
発
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

　

い
て

▽
11
月
９
日
我　

13
時
～
17
時

　

働
く
婦
人
の
家

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン

　

グ
の
製
造
実
習
②

　

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
は
、
一
般
の
倉
庫

よ
り
も
耐
用
年
数
の
短
い
倉
庫
と
い
う

位
置
付
け
と
な
り
、
平
成
24
年
度
か
ら

は
評
価
額
が
早
く
減
少
す
る
計
算
が
適

用
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
の
要
件
（
以

下
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

○
主
体
構
造
部
が
非
木
造
（
木
造
以　

　

外
）
で
あ
る
こ
と
。

○
倉
庫
自
体
が
冷
蔵
機
能
を
有
し
て
い

　

る
も
の
。

○
保
管
温
度
が
摂
氏
10
℃
以
下
に
保
た

　

れ
る
倉
庫
で
あ
る
こ
と
。

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
摂
取
に
つ
い
て

青
森
県
農
林
水
産
部
林
政
課

℡
０
１
７(

７
３
４)

９
５
１
７

　

第
54
回
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
大
会

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

℡(

34)

３
４
９
４

五
所
川
原
市
雇
用
創
出
協
議
会

セ
ミ
ナ
ー
情
報

市
民
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
内

℡(

26)

６
８
９
０

冷
蔵
倉
庫
を
所
有
の
方
へ

税
務
課　

内
線
２
２
２
３
・
２
２
２
４
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高齢者のひとり暮らしの方への除雪支援

③
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

　

業
見
込
み
の
方
で
、
平
成
24
年
３
月

　

准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
見
込
み
の

　

方
④
平
成
24
年
３
月
に
高
等
学
校
衛
生
看

　

護
科
を
卒
業
見
込
み
の
方

◇
願
書
受
付
期
間　

平
成
24
年
１
月
４

　

日
我
～
17
日
峨
（
当
日
必
着
）

●
日
程　

平
成
23
年
11
月
20
日
蚊
～

　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
４
日
蚊

●
会
場

　

青
森
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　

（
青
森
市
筒
井
字
八
ツ
橋
76
︱
９
）

◇
対
象　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
基

　

礎
課
程
修
了
も
し
く
は
同
程
度
の
知

　

識
と
技
術
を
有
す
る
方
。

◇
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

◇
申
込
締
切　

10
月
25
日
峨
必
着

　

福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
、
就
職
相
談
・
必
要
な
資
格

や
取
得
方
法
な
ど
、
一
日
移
動
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は

不
要
で
す
。

●
11
月
９
日
我　

９
時
30
分
～
15
時

　

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
啓
発
を
図

る
た
め
に
、
市
と
の
共
催
に
よ
り
ペ
レ

ッ
ト
製
造
工
場
の
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
担
当
者
が
工
場
内
を
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
直
接
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要

で
す
。

●
日
時　

10
月
29
日
臥
・
30
日
蚊　
　

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
会
場　

津
軽
ペ
レ
ッ
ト
協
同
組
合

（
神
山
字
殊
ノ
峰
95
︱
９
・
津
軽
フ
ラ

　

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
手
前
）

◇
木
質
系
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
太
陽

　

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
規
設
置
す
る

　

際
は
、
市
の
助
成
制
度
を
ぜ
ひ
ご
活

　

用
く
だ
さ
い
（
助
成
制
度
の
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
企
画
課︹
内
線
２
１
５
１

　

～
２
１
５
４
︺
ま
で
）
。

　

五
所
川
原
第
四
中
学
校
学
区
小
学
校

の
統
合
を
控
え
、
沖
飯
詰
小
学
校
の
閉

校
式
が
開
か
れ
ま
す
。
来
観
ご
希
望
の

方
は
沖
飯
詰
小
学
校
TEL 

（36）
２
４
１
４

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
29
日
臥　

10
時

●
場
所　

沖
飯
詰
小
学
校
体
育
館

　

学
園
祭
に
お
い
て
小
学
生
を
対
象
と

し
た
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
を
実
施
し

ま
す
。
無
料
で
す
。

●
10
月
29
日
臥

　
10
時
～
15
時

　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
青
森

　

（
飯
詰
字
狐
野
１
７
１
︱
２
）

◇
内
容　

リ
モ
コ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
（
ロ
ボ

　

シ
ュ
ー
タ
ー
）
コ
ー
ス
他

＊
申
込
み
は
当
日
で
す
。
定
員
に
な
り

　

次
第
締
切
。
学
園
祭
で
は
、
研
究
作

　

品
展
示
、
模
擬
店
等
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
日　

平
成
24
年
１
月
27
日
画

●
場
所　

高
等
看
護
学
院

◇
試
験
科
目　

看
護
全
般
（
解
剖
生
理

　

含
）
、
国
語
（
作
文
含
む
）
、
英
語
、

　

面
接

◇
募
集
人
員　

40
名

◇
修
業
年
限　

３
年

◇
受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、
准
看
護

　

師
の
免
許
取
得
後
３
年
以
上
業
務
に

　

従
事
し
て
い
る
方

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
卒

　

業
見
込
み
の
方
で
、
准
看
護
師
の
資

　

格
を
有
す
る
方

ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場
見
学
会

津
軽
ペ
レ
ッ
ト
協
同
組
合

℡(

29)

３
３
１
３

　

も
の
づ
く
り
体
験
教
室

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
青
森
校

℡(

37)

３
２
０
１

手
話
通
訳
者
養
成
講
座︵
基
本
課
程
︶

青
森
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
７(

７
２
８)

２
９
２
０

福
祉
の
一
日
移
動
相
談

弘
前
市
社
会
福
祉
協
議
会

弘
前
福
祉
人
材
バ
ン
ク

℡
０
１
７
２(

36)

１
８
３
０

　
　
　

平
成
24
年
度
高
等
看
護
学
生
募
集

︵
２
年
過
程
夜
間
定
時
制
︶

高
等
看
護
学
院　

℡(

34)

２
７
１
５

五
所
川
原
市
立
沖
飯
詰
小
学
校
閉
校
式

教
育
総
務
課　

内
線
３
３
０
７

　市では、在宅のひとり暮らし高齢者等が自
立した生活を維持していくために、有償の

「雪片付け支援事業」を行っています。
■事業対象　市内に居住する概ね 65 歳以上
　の住民税非課税世帯に属するひとり暮ら
　し高齢者等で、自立した生活を維持するた
　めに間口除雪等の支援が必要な方
■事業内容　間口除雪等の雪片付け、雪囲い
　等の設置など（屋根の雪下ろしは除く）
＊作業は花五所川原市シルバー人材セン
　ターが行います。
■利用時間　８時～ 18 時まで
■利用者負担　１時間のみ５５０円
■申込先　介護保険サービスを利用し、担当
　のケアマネージャー（介護支援専門員）が
　いる場合はその事業所。その他は右記の在
　宅介護支援センターへ。
◎介護福祉課　内線 2458

施設名（所在地） 電話番号 担当地区

青山荘在宅介護
支援センター　　（金山） 35-5225

長橋（戸沢・松野木・神山）、
松島（太刀打・一野坪・水野
尾を除く）、松島町、飯詰

さかえ在宅介護
支援センター　　（水野尾） 38-3000

長橋（浅井・野里・福山）、栄
（稲実・みどり町・姥萢・中央
5・6 丁目・湊）、松島（水野尾）

白生会在宅介護
支援センター　　（金山） 33-3102 松島（太刀打・一野坪）、五所

川原小学校区、新宮
あかね在宅介護
支援センター　　（前田野目） 29-3532 長橋（豊成）、七和

うめた在宅介護
支援センター　　（梅田） 28-2829 栄（七ッ館・広田）、梅田、中

泉
祥光苑在宅介護
支援センター　　（沖飯詰） 36-3300 三好、毘沙門、中川（新宮を

除く）
五所川原市社会福祉協議会
在宅介護支援センター
　　　　　　　　（鎌谷町）

34-3400 南小学校区（中央1丁目～4
丁目含む）、一ツ谷

金木在宅介護
支援センター　　（川倉） 54-1051 金木

市浦在宅介護
支援センター　　（相内） 62-3303 市浦



市 県 民 税
第３期

国民健康保険税
第４期

介護保険料

第４期 第４期

後期高齢者
医療保険料

10月 31日(月)は
以下の納期限です。忘れずに納めましょう。

収納課
内線2248～2251

介護福祉課
内線2452･2453

国保年金課
内線2337･2338

　五所川原市管内　９月の火災､救急､救助出動件数 (単位：件)

お問い合わせ/五所川原地区消防事務組合消防本部  @35－2019（内線28）
消したはず　決めつけないで　もう一度

区 分

平成23年
平成22年
比 較

 0
月 別

4
△ 4

23
累 計

24
△ 1

155
月 別

163
△ 8

1,461
累 計

1,442
 19

3
月 別

1
 2

20
累 計

14
  6

火 災 救 急 救 助

全国統一防火標語

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
外

◎
広
報
有
料
広
告

平成 23年 10 月  15 日　五所川原市役所　@35－ 21119 広報への有料広告を募集しています／広報係　内線 2117

●
11
月
13
日
蚊　

南
小
学
校
体
育
館

◇
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
４
人
～
６

　

人
以
内
の
一
般
男
女
で
編
成

◇
競
技
の
区
分　

女
子
（
35
歳
ま
で
の

　

部
／
36
歳
以
上
の
部
）
／
ト
リ
ム

　

（
39
歳
ま
で
の
部
／
40
歳
～
49
歳
ま

　

で
の
部
／
50
歳
以
上
の
部
）

◇
申
込
締
切　

10
月
23
日
蚊
必
着

●
日
時　

10
月
29
日
臥　

９
時
～
17
時

　
　
　
　

10
月
30
日
蚊　

９
時
～
15
時

●
会
場　

毘
沙
門
・
長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
セ
ン
タ
ー

◇
内
容　

収
穫
農
産
物
展
示
販
売
、
物

　

品
・
盆
遊
会
盆
栽
等
展
示
、
手
作
り

　

木
工
実
演
、物
品
販
売（
30
日
の
み
）

＊
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
農
産
物
、
作
品

　

の
出
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
教
職
員
美
術
展
に
出
品
し
た
西

北
地
区
、
現
・
退
職
教
職
員
の
作
品
等

総
数
48
点
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

●
11
月
３
日
牙
～
５
日
臥

　

10
時
～
18
時
（
５
日
は
17
時
ま
で
）

　

エ
ル
ム
ホ
ー
ル

　

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
健

康
増
進
を
は
か
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
８
日
峨
・
15
日
峨

　
　
　
　

19
時
～
20
時
45
分

●
会
場　

金
木
公
民
館

◇
内
容　

体
を
ほ
ぐ
す
軽
い
体
操
と
簡

　

単
な
踊
り
。
「
大
仙
囃
子
」
「
秋
田

　

お
は
ら
節
」
「
夢
花
火
」
な
ど
。

◇
入
場　

無
料

◇
持
ち
物　

普
段
着
、
運
動
靴
、
飲
物
。

＊
申
込
不
要
、
当
日
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

●
10
月
18
日
峨
～
11
月
15
日
峨
の
期
間

　

の
毎
週
火
曜
日　

全
５
回

・
午
後
コ
ー
ス
13
時
30
分
～
15
時
30
分

・
よ
る
コ
ー
ス
19
時
30
分
～
21
時
30
分

＊
定
員
各
20
名

●
10
月
21
日
画
～
11
月
18
日
画
の
期
間

　

の
毎
週
金
曜
日　

全
５
回

・
午
前
コ
ー
ス
10
時
～
12
時

・
午
後
コ
ー
ス
13
時
30
分
～
15
時
30
分

＊
定
員
各
20
名

●
場
所　

サ
ン
サ
ン
ボ
ウ
ル

◇
受
講
料　

無
料
（
初
回
の
み
テ
キ
ス

　

ト
代
・
傷
害
保
険
料
と
し
て
５
０
０

　

円
、
別
途
貸
靴
料
）

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

催
物
や
豪
華
景
品
の
抽
選
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
10
月
30
日
蚊　

10
時
～
14
時
30
分

　

栄
幸
園

　

相
手
の
心
に
寄
り
添
っ
て
、
ほ
ほ
え

み
を
ひ
き
だ
す
た
め
の
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
、
お
伝
え
し
ま
す
。

●
11
月
６
日
蚊　

10
時
30
分
～
12
時

　

市
民
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

◇
受
講
料
無
料
。
事
前
申
込
不
要
。

◇
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

（
以
前
に
受
講
し
た
方
も
可
能
で
す
）。

　

相
続
の
基
本
知
識
と
遺
言
書
の
必
要

性
を
行
政
書
士
が
解
説
し
ま
す
。
そ
の

後
、
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
10
月
22
日
臥　

14
時
30
分
～
16
時

　

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
テ
ー
マ

　

「
相
続
と
遺
言
書
の
基
礎
知
識
」

◇
入
場
料　

無
料
（
定
員
20
名
）

＊
事
前
に
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

栄
幸
園
祭

栄
幸
園　

℡(

28)

２
２
８
８

西
北
地
区
教
美
展

北
地
方
教
育
会
館
主
催　

℡(
35)

２
０
８
８

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

青
森
県
行
政
書
士
会
西
北
五
支
部

℡(

26)

６
６
８
１

健
康
ダ
ン
ス
体
験
教
室

金
木
レ
ク
ダ
ン
ス
教
室

℡
０
９
０(

９
４
２
３)

９
５
５
０　

櫻
庭

第
16
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

五
所
川
原
交
歓
大
会
参
加
者
募
集

大
会
事
務
局　

キ
ク
チ
製
作
所
内　

菊
池

℡
０
９
０(

２
７
９
５)

９
４
１
０

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
サ
ン
サ
ン

ボ
ウ
ル
事
務
局　

℡(

25)
３
８
１
３

毘
沙
門
長
富
地
域
秋
祭
り

毘
沙
門
長
富
地
区
住
民
協
議
会

℡(

36)

２
０
１
３

ほ
ほ
え
み
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
座

青
い
森
の
ほ
ほ
え
み
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

推
進
協
会
西
北
五
支
部

℡(

35)

７
８
６
６　

櫛
引

　
　
　

・古美術
・古銭
・その他
　値引き相談いたします

― 営業日時 ―
営業時間：AM10:00～
定 休 日：毎週月曜日
冬期間は休業します。

TEL（0173）33－9 2 8 8
TEL（0173）35－4 4 5 2

県 営 住 宅

Ｐ冨田胃腸科
内科医院

コミュニティ
センター栄

公園

至市内 ●三菱五所川原店 至青森

みどり庵

誰でも参加できる“直売所” 五所川原市大町34-4
緯0173-26-6237

※但し、500円以上お買い上げの先着100名限り

・たまご（Ｌ玉10個）　　￥50（税込）

・にんじん（１袋）　　  ￥50（税込）

10月21日（金）　午前10時～

五 所

川 原 駅前市場
50円特売の日（毎週金曜日）

☆入金０円！
☆年会費も０円！
☆少量でもＯＫ！
☆規格外でもＯＫ！

“出品者”大募集！

五
所
川
原
駅

当店

旧ロータリー
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秋
の
火
災
予
防
運
動

秋の行政相談週間

10　　／　17

秋
の
火
災
予
防
運
動

10　　／　23
統
一
標
語
「
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度
」

　

県
下
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
始

ま
り
ま
す
。

　

五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
、五
所
川
原
・

金
木
・
市
浦
消
防
署
で
は
、運
動
期
間
中
に
、

防
火
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

■
女
性
消
防
団
に
よ
る

　

防
火
Ｐ
Ｒ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布　

・
10
月
16
日
蚊

）

・
五
所
川
原
地
区　

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ

　

ン
グ
セ
ン
タ
ー

・
金
木
地
区　

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
金
木
タ

　

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
ノ
ア

■
街
頭
防
火
パ
レ
ー
ド︵
五
所
川
原
地
区
︶

・
10
月
19
日
我　

10
時
～
10
時
50
分　

＊
期
間
中（
10
月
17
日
～
23
日
）、各
消
防

　

署
、消
防
団
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
と
、

　

エ
ル
ム
の
街
Ｓ
Ｃ
に
て
、蒸
気
ポ
ン
プ

　
「
太
郎
号
」を
展
示
し
ま
す
。

●
住
宅
防
火　

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︻
３
つ
の
習
慣
︼

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

　

た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

　

必
ず
火
を
消
す
。

︻
４
つ
の
対
策
︼

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報

　

器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、衣
類
、カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　

た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅
用

　

消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

　

め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◎
消
防
本
部　

℡
（35）
2
0
1
9

 

平
成
22
年
の
五
所
川
原
市
の
火
災
件
数
28
件
の
う
ち
住
宅
火
災
は
17
件
、
そ
の
な
か
で

２
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
た
た
め
、
火
災
を
早
期
に
発
見
で
き
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
例
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
火
災
に

よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
を
守
る
た
め
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
防
災
機
器
販
売
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
等

で
購
入
で
き
ま
す
。
な
お
、
消
防
本
部
、
消
防
署
で
は
消
火
器
等
の
販
売
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
悪
徳
業
者
に
よ
る
訪
問
販
売
や
点
検
等
に
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（月）

（日）

～住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

10/17（月）～ 10/23（日） 

　行政が行っている仕事に関する皆さんからの苦情
や要望、ご意見等について、行政相談委員（総務大
臣から委嘱を受けています）が相談に応じています。
　秋の行政相談週間の期間中にあわせ「特設行政相
談所」を開設します。
　相談無料、秘密は厳守します。

■行政相談委員名
　濱田　健司　℡ 34-2046　三和　孝徳　℡ 62-3070
　櫛引八千代　℡ 52-2858　関　　節雄　℡ 28-3146

会場名 日　時 開設場所

五所川原
会　　場

10月22日（土）
10月23日（日）
9:30～16:00

 つがる克雪ドーム
（ごしょがわら産業まつり会場内）

金木会場
12月 ７日（水）
10:00～15:00

 金木総合支所
 ４階第三会議室

市浦会場
10月17日（月）
10:00～15:00

 市浦総合支所
 青森あすなろホール市浦
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平
成
24
年
　
成
人
式

　

市
で
は
、
は
た
ち
を
迎
え
立
派
な
社
会
人
と
し
て
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祝
し
、

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
24
年
１
月
８
日
蚊　

14
時
～

■
会
場　

オ
ル
テ
ン
シ
ア
大
ホ
ー
ル

■
対
象　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

①
住
民
登
録
（
10
月
末
日
現
在
）
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
は
が
き
で

　

通
知
し
ま
す
の
で
、
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
当
市
出
身
で
、
市
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
参
加
を
希
望

　

す
る
方
は
、
11
月
中
旬
よ
り
電
話
等
で
受
付
し
ま
す
（
詳
細
は
広
報
11
月
15
日

　

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
）
。

　

図
書
館
で
は
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
展
示
﹁
信
じ
よ
う
、
本
の
力
﹂　

　

「
信
じ
よ
う
、
本
の
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
小
中
学
校
校
長
・
職
場
体
験
を
し

た
中
学
生
、
図
書
館
職
員
が
選
ん
だ
「
勇
気
を
く
れ
る
本
」
を
展
示
・
貸
出
し
ま
す
。

・
10
月
27
日
牙
～
11
月
９
日
我

・
市
立
図
書
館
、
伊
藤
忠
吉
記
念
図
書
館
、
市
浦
分
館
（
各
図
書
館
休
館
日
を
除
く
）

■
図
書
館
探
検
＆
お
仕
事
体
験　

・
10
月
30
日
蚊　

市
立
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

10
時
～
11
時
30
分　

小
学
１
・
２
・
３
年
生　

先
着
３
名

　

13
時
30
分
～
15
時　

小
学
４
・
５
・
６
年
生　

先
着
３
名

・
申
込
先　

市
立
図
書
館　

℡
（34）

４
３
３
４

■
本
の
リ
サ
イ
ク
ル　

　

寄
贈
さ
れ
た
本
で
受
け
入
れ
し
な
か
っ
た
図
書
を
ご
希
望
の
方
に
差
し
上
げ
ま
す
。

・
市
立
図
書
館　

10
月
29
日
臥
・
30
日
蚊
、
11
月
５
日
臥
・
６
日
蚊

・
伊
藤
忠
吉
記
念
図
書
館　

10
月
27
日
牙
～
11
月
９
日
我
（
休
館
日
を
除
く
）　

・
市
浦
地
区
で
は
、
10
月
30
日
蚊
、
市
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

　

る
「
市
浦
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
会
場
に
て
行
い
ま
す
。

●
は
た
ち
の
主
張
発
表
者
募
集

　

成
人
式
で
発
表
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
テ
ー
マ　

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た

　

っ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、
決
意
な
ど

・
募
集
人
員　

３
名

・
発
表
時
間　

約
３
分
（
４
０
０
字
詰

　

め
原
稿
用
紙
３
枚
程
度
）

●
ス
タ
ッ
フ
協
力
者
募
集 

　

式
当
日
の
受
付
や
会
場
整
理
な
ど
の

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
み

　

ま
せ
ん
か
。

●
司
会
者
募
集

　

新
成
人
に
よ
る
成
人
式
の
司
会
者
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
い
ず
れ
も
募
集
締
切
は
、
11
月
30
日

　

我
で
す
。

　

楽
し
い
遊
び
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

■
日
時　

10
月
30
日
蚊　

　
　
　
　

10
時
～
12
時

■
場
所　

金
木
公
民
館

■
内
容　

▽
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
▽
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
▽
幼
児
の
遊
び
・
昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

▽
紙
飛
行
機
大
会
▽
く
じ
コ
ー
ナ
ー
▽
読
み
聞
か
せ
、
バ
ス
ボ
ム
作
り　

ほ
か

◎
金
木
家
庭
教
育
支
援
実
行
委
員
会
︵
社
会
教
育
課
内
︶　

内
線
3
3
2
1

　

募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
い
ず
れ
も
募
集
締
切
は
、

写
真
・
今
年
の
成
人
式
の
模
様

我
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先　

社
会
教
育
課　

内
線
３
３
２
１

読
書
週
間
外

金
木 
子
ど
も
ま
つ
り

10　　／　27

読
書
週
間

11　　／　９

﹁
信
じ
よ
う
、

　
　
　
本
の
力
﹂

（木）

（水）

～

新装開店第２弾！
 全商品特価セール

秋冬物早くも特別価格で

洋服のマルワ
大町24　℡ 0173-34-2228

来店の際には粗品進呈

シューズきむら
大町28　℡ 0173-34-2448

10月15日より大町商店街２店合同大売出し
冬靴との入れ替えの為店内全品処分価格！

50％OFF～10％OFF
五
所
川
原
駅

立
佞
武
多
の
館

洋服の
マルワ

旧ロータリー

シューズ
きむら

　店内現品限りの為早い者勝ち！
　  《冬商品、指定履、特定品は除く》



ＮＨＫのど自慢ＮＨＫ青森放送局開局70周年

出演　ゲスト／山本譲二、島津亜矢　出場者／予選を通過した20組のみなさん　司会／徳田章アナウンサー
主催　ＮＨＫ青森放送局、五所川原市

ＮＨＫ青森放送局と五所川原市では、「ＮＨＫのど自慢」を実施します。
この番組では、明るく！楽しく！元気よくをテーマに、地域のみなさんの元気な歌声を全国に
お届けします。出場ならびに観覧をご希望の方は次の要領でお申し込みください。

○出場申込方法　郵便往復はがき（私製を除く）に以下の項目を明記してお申し込みください。

【往信用裏面】郵便番号、住所、名前（ふりがな）、年齢、性別、職業（具体的に)、電話番号、歌う曲目と歌
　　　　　　　手名、選曲理由
【返信用表面】郵便番号、住所、名前
〈予選会〉平成23年12月10日（土）　オルテンシア　受付／11:30　開会／12:30　審査結果発表予定／18:00
＊グループの場合は、人数・全員の名前・年齢を明記して、代表者がお申し込みください。／お申し込みは１
　人（組）１通に限ります。／応募多数の場合は定員250組を選出のうえ、前日の予選会にご出場いただきます。
　／高校生の方は職業の欄に部活動などを明記してください。／中学生以下の方は応募できません。／ご応募
　は原則としてアマチュアの方に限ります。

○観覧申込方法　観覧は無料ですが、事前のお申し込みが必要です。

　郵便往復はがき（私製を除く）に以下の項目を明記してお申し込みください。
　【往信用裏面】郵便番号、住所、名前、電話番号　【返信用表面】郵便番号、住所、名前
＊応募多数の場合は抽選で入場整理券（１枚で２人入場可)をお送りします。／当選はお１人様１通限りとさせ
　ていただきます。／１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。／インターネットオークション等での転
　売を目的としたお申し込みは固くお断りいたします。なお、売買を目的としたお申し込みであると判明した
　場合には抽選対象外とさせていただきます。／予選会の観覧は自由ですが、会場の定員を上回った場合には、
　入場を制限する場合があります。

○あて先・申込締切　〒030-8633　（住所不要）　ＮＨＫ青森放送局「のど自慢」出場または観覧係
　　　　　　　　　　　　 平成23年11月７日（月）必着　〈出場・観覧ともに〉　

○放送予定／同日　12:15～13:00　〈総合・ラジオ第１〉（全国放送・国際放送）

12/11（日）オルテンシア 開場11:00　開演11:45　終演予定13:30

お問い合わせ先　・ＮＨＫ青森放送局「のど自慢」係　℡017-774-5114（平日／10:00～18:00）

　　　　　　　　　ホームページ　http://www.nhk.or.jp/aomori/

　　　　　　　　・五所川原市教育委員会社会教育課　℡35-2111　内線3318（平日／8:30～17:15）

＊ご応募の際にいただいた情報は、抽選結果および予選会出場のご案内の連絡のほか、受信料のお願いに使
　用させていただくことがあります。
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10月29日（土）～30日（日）

Ｔシャツ・ポロシャツ等（紳士・婦人子供・ベビー）

本社２階 国道101号

至エルムの街

至
青
森



平成23年度市民総合文化祭
今年も市民総合文化祭を開催します。
各会場では、様々な発表や作品展示がありますので、
ぜひご来場ください。

　

 10/30（日）　市浦コミュニティセンター
▽ 9:00～16:00　絵画・凧絵等展示
▽ 9:30～16:00　食道楽コーナー、地場産品即売コー
　ナー、陶芸・木工品等体験
▽10:00～11:00　元気子ども学習発表会
▽11:30～12:00　ゲーム＆クイズ大会
▽13:00～15:00　芸能発表会
▽15:00～16:00　市浦牛の販売
◎お問い合わせ先　
　市浦教育総務室　内線4029･4031

　

 11/5(土)・11/6(日)　  金木公民館

   11/5(土) 学習発表　10:00～15:00　
金木幼稚園、金木小学校吹奏楽部、嘉瀬小学校、
喜良市小学校

   11/6(日)　 芸能発表　10:00～17:00

コーラス、舞踊、民謡、大正琴　ほか

   11/5(土)・11/6(日) 展示コーナー　10:00～17:00

写真、ちぎり絵、盆栽、生花、市民茶会、絵画、
俳句、川柳、書道、錦石、組み紐、裂き織り、
絵手紙、陶芸、津軽凧、介護施設作品
＊期間中（11/5～11/6）、金木婦人会による昼食コ  
　ーナーがあります。
◎お問い合わせ先　金木公民館　℡53-3581

　

  11/3 (木･祝)～11/5 (土)　中央公民館
 
   11/3 (木･祝) ～11/5 (土)

▽ 9:00～16:00　写真展示会、ちぎり絵展示会、
　趣味作品展示会、生花展示会（※）
▽ 9:00～17:00　菊花大会、趣味作品展示会、
　盆栽展示会、絵画展示会、おもと展示会
▽10:00～17:00　書道展示会
（※）生花展示会は11/3・11/4の２日間です。

   11/3 (木･祝)

▽10:00～11:00　津軽三味線
▽10:00～12:00　植物研究発表会
▽10:00～16:00　市民茶会
▽11:00～12:00　甚句発表会
▽13:00～14:00　筝曲・尺八発表会
▽14:00～15:30　コーラス

   11/5（土）

▽ 9:30～10:00　謡曲
▽10:00～11:00　詩吟発表会
▽11:00～12:00　民謡発表会
＊期間中(11/3～11/5)、五所川原市赤十字奉仕団によ
　るコーヒー、おにぎり、そばコーナーがあります。
◎お問い合わせ先　中央公民館　℡35-6056
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平成 23年 10 月  15 日　五所川原市役所　@35－ 211113 広報への有料広告を募集しています／広報係　内線 2117

耳鼻科 小児科

広 告 募 集
～広報ごしょがわらでは有料広告を募集しています～
広報は市内全域に配布され広く読まれています。

広告掲載で五所川原市を応援していただけませんか？

詳細はホームページでもご覧いただけます。

http://www.city.goshogawara. lg. jp/02_koho/koukoku.html
申込先／総務課広報係　内線2117

掲載料金はこのサイズで15,000円



第28回ごしょがわら産業まつり

　市内の事業所や団体等による日頃の活動や商品の紹介を通じて、地域の産業振興と市民生活の向上
を目的に「ごしょがわら産業まつり」を開催します。農産物や加工品・雑貨等の販売をはじめ、西北
五物産観光展やフリーマーケット、各種相談コーナーなど盛り沢山の内容となっています。
　また、今回は第５回おらほの田舎スイーツコンテストの審査・表彰式・展示も同時開催しますので、
多くの皆さんのご来場をお待ちしております。

■行政相談所　■北遊盆栽会　■コープあおもり五所川原地域(環境カルタ等展示、スープの試飲等)

■白戸建設(住宅パネル展示、ＩＨ実演)　 ■健康づくり(｢メタボ｣相談・ヘルシーメニューの試食・展示)

■五農農業会社の活動紹介(五農農業会社や五所川原農林高校のパネル展示)　 ■西北五観光ＰＲ

■東北職業能力開発大学校青森校(競技用エコカー、恐竜骨格、ロボット展示等)　 ■消費生活パネル展示

■西北地域県民局地域農林水産部(農林水産業・米粉ＰＲ、米粉加工品の試食・販売)　 ■ミニ立佞武多の展示

■ダスキンおそうじ相談会(おそうじのコツ・プロのおそうじ紹介等)　■ペレット燃料ストーブの展示相談

■青森県食肉消費推進協議会五所川原支部(県産牛安全･安心パネル展示、アンケート)　 ■菊花展示

10月22日(土)、23日(日)　9:30～16:00　つがる克雪ドーム

相　談 ・ 展　示

■第５回おらほの田舎スイーツコンテスト審査会と入賞作品の展示　■そば打ち無料体験(11:00・14:00)

■オーディオシステム、ロボットの操作体験　■市浦牛すきやき風鍋の無料試食(23日11:00～500食予定)

■まとあてゲーム（小学生まで）

場 内 イ ベ ン ト

 10月22日(土)　　　　　　　　　　　　　　　　

9:30～ 開会式　　　　 

10:00～11:00　よさこいソーラン飛翔　

11:20～12:00　津軽三味線(三絃小川会)　

12:30～12:40　キッズダンス(Ｇ☆star、バブルス)　

13:00～14:30　スイーツコンテスト表彰式

14:50～15:20　子供獅子舞(三好小学校)　

 10月23日(日)　　　　　　　　　　　　　　　　

11:00～12:00　演芸大会　

　　　　　　　(市老人クラブ連合会芸能部)　

14:00～15:00　踊り　

　　　　　　　(五所川原市連合婦人会金木支部)　

15:10～16:00　PRプレゼント抽選会

舞 台 イ ベ ン ト

■主催/ごしょがわら産業まつり運営委員会　■お問い合わせ先／農林水産課　内線2514

■西北五物産観光展(西北五地域の地場産品販売。29業者出店)　■金木生き活き直売会(よもぎ餅・こごり豆等)

■赤～いりんご(赤～いりんご果実・ジュース・ワイン等)　 ■奥津軽桜の駅あしの公園(焼きいか・焼きとり等)

■五所川原市農産物加工センター振興対策協議会(みそ・ジャム等の加工品、野菜)　■串焼くん(やきとり等)

■「道の駅」十三湖高原･ドーム店(しじみ汁・しじみ加工食品等)　■白百合の会(袋・クッション・食器等)

■三和園芸(鉢花・苗木・造花等)　■フリーマーケット　■シクラメンの即売所

■布ものがたり(古布によるバック・ポーチ等) 　■西北五街商組合　■其田農園(各種野菜)

■青森ファッション㈱(婦人ジャケット・コート・ワンピース等)　■津軽シャングリラ(南蛮わん・ジャム)

■にしむら工房(木工工芸品)　■日赤奉仕団五所川原分団(喫茶販売、バザー)　■お魚(冷凍魚・魚卵等)

■ＪＡごしょつがる(りんご・りんごジュース、やってまれ焼酎等)　■㈱中三五所川原営業所(津軽塗・絨毯)

■ひだまり工房(なたね油・フランクフルト・ホットドック等)　■もつ焼き「芝楽」(もつ・牛すじ・キムチ等)

■ＪＡごしょつがる女性部新鮮野菜果物とれたて市(秋物野菜・果物・加工品)　■元気な玄米君(玄米粉食品)

■青年農業会議(米・トマト・菊等)　■おいしいじゃん(惣菜・加工品等の販売、健康栄養展示・相談)

■津軽森林管理署金木支署木工品販売　■社会福祉法人愛生会(山葡萄ジュース・しいたけ・かりんとう等)

■なるいち商店(焼きそば･フランク･コロッケ等)　 ■つがるけやぐの会(生地・タオル・ドレス等)

■(社)五所川原市シルバー人材センター(果物･やきとり･工芸品等の販売、「しがき」作り実演)

■市浦牛販売(10:00～市浦牛パック詰販売《売り切れ次第終了》)　

■青森県食肉消費推進協議会五所川原支部(市浦牛バラ焼き〔13:00～〕)　■しうらクラフト愛好会(木工製品)

■五所川原市生活改善グループ(かぼちゃもち･野菜･梅漬け等)　■もや焼き陶芸クラブ(花器・食器等)

■ＪＡつがるにしきた女性部嘉瀬支店加工部(ドーナツ･厚揚げ･みそ･豆腐等)

■五所川原商工会議所(「しじみスープ焼きそば(仮)」の試作販売)　■子供縁日(金魚すくい、輪投げ等)

販　　　　　　売

 五所川原市役所　@35－ 2111　平成 23年 10 月  15 日 14広報への有料広告を募集しています／広報係　内線 2117



五所川原市民保健協議会事業

10/29（土）・30（日）　中央公民館

10/29（土）

10/30（日）

五所川原市健康寿命アップ健康づくり大会

13:00～開会式/13:10～14:00　講演「お薬の上手な使い方」（青森大学薬学部教授　中村郁子先生）
/14:05～15:00　講演「温泉入浴健康法」（健生五所川原診療所　津川信彦先生）

健康について楽しく学べる、体験できる、試食できるコーナーがいっぱい!!

入場無料

平成 23年 10 月  15 日　五所川原市役所　@35－ 211115 広報への有料広告を募集しています／広報係　内線 2117

立佞武多の館からのお知らせ立佞武多の館からのお知らせごしょがわら
読み聞かせフェア 2011

“古民家さ「日本の昔っ話こ」聞きにこいへ”
　古民家での昔話の読み聞かせです。ひば細工体験

（リース飾り）もあります。ぜひご参加ください。
■日　時　11 月６日蚊　10:00 ～ 11:30
■会　場　かなぎ元気村「かだるべえ」
■参加料　無料
■定　員　先着 50 名
■申込方法　
　10 月 24 日俄までに電話にてお申し込みください。
◎お問い合わせ・申込先
　ごしょがわら子ども読書活動推進実行委員会
　（社会教育課内）　内線 3321・3322

「東北文化の日」イベント
美術展示ギャラリー無料見学の２日間
～特別企画展「近代絵画 100 選」第２部開催中～
　東北６県が定めた「東北文化の日」にあわせて、普段
有料の美術展示ギャラリーを無料見学の日とします！
　和・洋の垣根を越えた芸術に触れてください。
■無料見学日時・場所
　10 月 29 日臥・30 日蚊

　9:00 ～ 17:00（最終入場 16:30）
　立佞武多の館２F　美術展示ギャラリー
＊立佞武多展示室は有料です。
◎立佞武多の館　℡ 38-3232

■１階　大ホール（10:00 ～ 15:00）

救急（心肺蘇生法）体験コーナー 心肺蘇生の体験、ＡＥＤ使用体験

歯科何でも相談コーナー 歯科に係る何でも相談、むし歯、歯周病、インプラントなど、パネ
ル展示

お薬の相談コーナー 市民のためのお薬相談　

栄養相談コーナー からだをつくる食べ物たち　クイズ、展示

試食コーナー 家庭にある材料及び安価で手軽にできるものをつくり試食

糖尿病予防のための寿命アップ食 きのこ、ひじき使用の 2 品の試食

あなたの体は、大丈夫？ 動脈硬化度検査（CAVI-ABI 検査）、肺機能検査（COPD 判断テスト）、
内臓脂肪測定検査（メタボ・肥満度チェック）

呼吸器相談コーナー 13:00 ～ 15:00　当日実施の肺機能検査結果について

「接骨院・整骨院」って、どんなところ？
～元気で長寿は、転倒防止から～

フットプリンター、転倒防止筋力トレーニング、痛みの相談、骨密
度測定器

福祉コーナー 認知症相談（タッチパネル機器の展示）、障害者作付け農産物等展示、
福祉施設の紹介

がん予防啓発展示コーナー Ｘ線写真、パネル等の展示

健康相談コーナー 子どもの相談、成人相談

ＤＶＤ放映・パネル・ポスター・アンケート・クイズ

■２階　視聴覚室　（10:30 ～ 12:00）
福祉コーナー
「認知症サポーター養成講座」（90分）

地域や職域において認知症の人と家族を支えるサポーターの養成
（参加費無料）



健 康 推 進 課
保健センター市浦

@35－2111

@27－7733

（内線2363･2366）

ヘルス・インフォメーション

健康だより

 五所川原市役所　@35－ 2111　平成 23年 10 月  15 日 16

健康づくり相談室  
　
　生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する
こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。
　健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。
地区 開 催 場 所 開 催 日 開催時間

五
所
川
原

石岡保健協力員宅 10月 24日（月） 13:00 ～ 15:00
尻無集会所 10月 24日（月） 13:00 ～ 14:30
北新集会所 10月 28日（金） 12:30 ～ 13:30
森の家 11月 1日（火） 10:00 ～ 12:00
沖飯詰集会所 11月 2日（水） 10:30 ～ 12:00

金
木金木東部地区コミュニティセンター 10月 27日（木） 10:00 ～ 11:00

市
　
浦

保健センター市浦
10月 25日（火）

13:00 ～ 14:0010 月 27日（木）
11月 1日（火）

桂川集会所 10月 28日（金） 13:30 ～ 14:30

エンゼル相談（母子相談）

　お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽し
さや悩みを話してみませんか。
◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル

古紙配合再生紙使用

月 日 医 療 機 関 名 住 所 電　 話
10 月16 日（日）江渡内科医院 旭町 7 34－ 3000

10 月23 日（日）安斎レディスクリニック 一ツ谷 536－ 18 33 － 1103

10 月30 日（日）川崎胃腸科内科医院 敷島町 56 34 － 3330

※ 1．対応時間　9:00 ～ 17:00（電話で確認）
2．消防署（救急病院紹介電話 34-4999）でも紹介します。

救急医療当番医救急医療当番医

骨粗鬆症予防教室

日 時 実施場所 内 容

11月11 日（金）
10:00～11:30

保健センター
五所川原 ○各月齢での成長（身体計測）・発

　達の確認、育児、遊び、栄養（離
　乳食）の相談
○子育て等に関する勉強会、情報
　交換
　
○11月勉強会テーマ（11:00～）  
　　「冬にかかりやすい病気」

11月18 日（金）
10:00～11:30

保健センター
金木

11月24 日（木）
10:00～11:30

保健センター
市浦

　骨粗鬆症予防に関する食事について学習できる教室
です。ご自身の健康づくりにお役立てください。
●日時　11 月 11 日画　10:00 ～ 13:30
●会場　働く婦人の家　２階調理実習室
◇内容　栄養講話・調理実習
◇講師　市栄養士・保健師
◇参加費　無料
◇持ち物　健康手帳（お持ちの方）、エプロン、三角巾
◎申込方法　開催５日前までに、電話にてお申し込み
　ください（定員 20 名）。

乳 幼 児 健 診
◇内容　小児科診察、歯科診察（１歳６か月児・３歳
　児）、尿・耳・目の検査（３歳児）、身体計測、発達
　相談、離乳食のお話 ( ４か月児 ) 等
◇受付　12:00 ～ 12:30（３歳児健診 11:30 ～ 12:30）
　11 時から母子健康手帳を出すことができます。
◇持参するもの　母子健康手帳、バスタオル等
健診の種類 実施日 実施場所 対象児・対象地区

４か月児
健診

11月 1日
（火）　 

保健センター
五所川原

平成 23年６月生まれ
全地区

1歳6か月児
健診

11月22日
（火）　 

保健センター
五所川原

平成 22年５月生まれ
全地区

３歳児
健診

11月16日
（水）　 

保健センター
五所川原

平成 20年５月生まれ
全地区

＊当日来られない場合、受診済みの場合等は、ご連絡ください。
＊３歳児健診については個別に事前通知します。
＊駐車場は、市役所または有料駐車場をご利用ください。
＊１歳６か月児健診を受診する保護者の方へ、無料の歯周病
　チェック（ペリオスクリーン）を実施しています。

子どもの食育・栄養相談
　就学前までの子どもの元気な体をつくる食生活につい
て、栄養士が保護者の方の相談に応じます。
　むら食い、好き嫌い、食物アレルギーの相談など、お
気軽においでください。
●日時　11 月 24 日牙　10:00 ～ 11:30
●会場　保健センター五所川原
◇持参するもの　母子健康手帳
※事前に相談内容を電話で受けることもできます。

献血のご案内（バス巡回）
期　　 日 時 　 間 場　　　 所

11 月  ４日（金） 9:30 ～ 16:00 ユニバース五所川原東店

11月  ８日（火）
10:00 ～ 11:30 ㈱スーパー佐藤長広田店

13:00 ～ 16:00 東北電力㈱五所川原営業所

■日程は変更される場合もあります。




